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第 2 章では， X線発生装置からの30------200keV X線を用いて，テアロン，アルミ，銅，金媒質中の熱蛍光線量計 (TLD)
応答を測定し，空洞理論の値との比較を行い，その結果，金の場合，両者が大きく異なることがわかり，モンテカル














第 5 章では，その EGS4 を用いて， ICRU 平板ファントム内の0.02-0.1 ， 0.07 ， 10mm 深さ線量を， 1.5 keV から 50







光も従来の可視光，紫外，真空紫外領域から，エネルギーが 1 keV 以下の軟X線はもとより 1 keV から数10 keV に至
る高強度の硬X線が日常的に利用されようとしている状況にある。しかし，いわゆる電離放射線という概念からする
と，シンクロトロン放射光は比較的低エネルギーであるため，従来から放射線防護上あまり問題とされて来なかった
し，現在使用されている個人被曝線量計も 30 keV 程度以下の使用は考えておらず，線量換算係数も 10 keV までしか整























及び30 keV の単色X線を照射し，吸収線量分布を TLD を用いて測定し，コンプトン散乱における電子束縛効果及び
直線偏光を取り入れた改良 EGS4 コードによる計算値と比較し良い一致を得ている。このことは低エネルギー領域の
X線に対しても改良された同コードが使えるということであり，適用範囲の拡張を示している。
(6) EGS4 コードを用いて平板ファントム内の0.02-0.1 mm 及び10mm 深さ線量をl. 51日V から 50 keV の光子に対
してそれぞれ計算し，従来その評価値がなかった 10keV 以下のエネルギー領域においては，実効線量の実際的な指標





た TLD の精密な校正法の確立，拡張された EGS4 モンテカルロコードの低エネルギー領域への適用の成功， 10 keV 
以下の X線に対する新しい深さ線量の提起等数々の成果が収められており，原子力工学及び、放射線防護学に寄与する
ところ極めて大である。よって本論文は博士論文として価値のあるものと認める。
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